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今年の冬は久しぶ りの大雪でしたね。会員のみなさまも通院や面

会に出かけられるのにも苦労されたことでしょう。

ようや く春 らしくなってほっとしますね。でもまだまだ寒い日も

ありますので体調管理には十分ご注意下さい。

「障害者差別解消法」が施行されてから2年が経ち新聞やテレビな

どのマスコミでも重い障害を持った人たちの記事を見ることが多

くなりました。その取 り上げ方は様々ですが、重い障害がありなが

らも一生懸命に生きている姿に生命の大切 さを感 じ取つてくれる

人たちが少 しでも増えることを願つています。

今年度もお互いに元気で子ども達の安心で楽しい暮らしを願つ

て協力 していきましょう。

増 干UHSK
会 報 「石 川 守 る 会 」 NO_83

石 川 県 重 症 心 身 障 害 児 (者 )

全 国 重 症 心 身 障 害 児 (者 )

石 りII県支 部   会 長

を 守 る 会

を 守 る 会

山 本   衛
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t4墜

ンタ2月 25竃|:1:″[「』:蒼ぜ:1鷺11111菫世院地域医療研
修室でオルゴールセラピイを開催することができました。

当日は重症児者 13人、大人 17人 と多くの方が参加されました。

講師の高田先生は車に大小さまざまのオルゴールを目一杯積んできて

下さいました。

まず大きなハン ドルを手で回して力強く響くオルゴールの音色から始

まりました。その後静かなウットリするような響きのオルゴールや何

台ものオルゴールを同時に響かせたりと色々な音色を聴かせて下さい

ました。オルゴールの響きには実際に耳に聞こえなくても、身体の生

命中枢を刺激する超高周波や超低周波が含まれているとのことです。

その刺激によって自己治癒力の機能が高まって身体に様々な変化を

及ぼすとのお話も聞かせていただきました。

最後に小型のオルゴールをひとりひとりの身体にのせてその響きを

直接感 じ取 りました。子ども達も刺激を受けて声を出したり手足を動

かしたりして表現していました。

オルゴールの響きを体験することで眠りの世界に引き込まれる方、身

体が反応 して咳き込まれる方、指でリズムをとっている方などそれぞ

れの聴き方楽しめたようです。参加されたみなさんから感想が寄せら

れました。

・今 日はオルゴールセラピイでとても気持ちが良かつたです。

娘もいつもは緊張するのですが、今 日は最後までリラックスして聴
いていました。とても良かったです。ありがとうございました。

・ゆつたりとオルゴールに耳を傾けることがなかったので、とても豊

かな時を過ごすことができました。
・最初の大きな音色で緊張するかと思っていましたが、落ち着いて聴

いていました。途中指でリズムをとつたりしている様子を見て子ど

もなりに何かを感 じていると思いました。
・親も子どももウットリ眠りの世界に引き込まれていました。とても

心地よかったです。

初めての体験でしたが大人も子どもも色々なオルゴールの響きに引込

まれたようでした。

高田先生遠いところ本当にありがとうございました。
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医王特別支援学校の卒業式があ りま した !!!

3月 9日 医王特別支援学校の卒業式がありました。
会員のお子様、月間 彩さん、堂本 忠正さんが中学部を卒業されまし
た。「ご卒業おめでとうございます」

月間さんは 4月 から高等部へ進学されます。元気で高校生活を楽しん
で下さい。堂本さんは生まれて初めて受けた教育でしたが、中学部は 1

年で終わってしまい「卒業はとても残念です。」と心の内を話しておられ

平成30年度

石川県重症′b身障害児 (者)を守る会総会のお知らせ

日 時  平成 30年 5月 27日 (日 ) 13:30～ 15:30

場 所  医王病院 中病棟 3階 地域医療研修室

議 題  ・平成 29年度活動報告
・平成 29年度会計報告及び監査報告
。平成 30年度活動方針案及び予算案
。役員について

・意見交換

尚、総会は正会員の過半数の出席で成立します。
お忙 しいこととは思いますが、石川県や金沢市、病院や特別支援学校

からも来賓の方がご参加下さいます。ぜひ多数の皆様のご出席をお願い

申し上げます。福祉を巡る状況も変化してきています。子ども達が生命
ある限り安心して暮らせるようみんなで協力していきましょう。

総会当日都合が埜かずやむを簡 欠席される方は同封のハガキにて委

切りは 5月 20日です。

よろしくお願いいたします。



正会員・賛助会員のみなさまへ

新年度会費納入についてのお願い~

日頃より本会の事業にご理解とご協力を賜り、感謝致しております。
~

会員の皆様にはお変わりなくお過ごしのことと思います。引き続き会

員としてご協力のほどよろしくお願いいたします。

賛助会員のみなさまには「もつとも弱いものをひとりももれなく守る」
という本会の趣旨に賛同頂き深く感謝いたしております。今後とも重症

児者の幸せのためによろしくお願いいたします。
つきましては今年度の会費を同封の振込用紙にて納入下さいますよう

お願い申し上げます。

尚、会費については以下の通りです。

正会員の方は年額・・・1万円(全国、石りID

賛助会員の方は年額・・5千円 (全国) 1日 1千円 (石川)

お間違いのないようご確認下さい。

会費の中には会報の購読料も含まれています。

0全国大会について

6月 30日 (土)～7月 1日 (日 )  大阪市内にて

0東海・北陸ブロック大会について

10月 20日 (土)～10月 21日 (日 ) 二重県四日市市にて

くЖOべふOCX>Ж >КЖ Ж Ж >
訃 報  平成 30年 1月 本会会員川嶋政弘様のご子息俊樹さんがお亡く

なりになられました。心よりご冥福をお祈りいたします。

平成 30年 2月 本会会員の松坂明様のご子息一也さんがお亡く

なりになられました。心よりご冥福をお祈 りいたします。

編集人  石川県重症心身障害児賭 )を守る会

連絡先  929 0123石川県能美市中町ツ88-1
Ъ0761--56 0610

会長  山本 衛

発行人  北陸障害者定期刊行物協会

富山市今泉 312番地

定 価    30円
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